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■地球システムを健全に運営できる範囲においてのみ社会が成り立ち、経済が持続する 

SDGs 実施指針骨子のⅠ本文 １ 序文 において、「わが国は既に、今後の世界における

持続可能な経済・社会作りの先駆者」と謳っている一方で、２ 現状の分析（現状の評価）

の「SDG 指標とダッシュボード」でわが国へ指摘されている通り、SDG1（貧困）、SDG5
（ジェンダー）、SDG7（エネルギー）、SDG13（気候変動）、SDG14（海洋資源）、SDG15
（陸上資源）、SDG17（実施手段）については、「達成までほど遠い」との評価である。 
 
 SDGs の基盤として、「地球システムを健全に運営できる範囲（プラネタリー・バウンダ

リー）において人類が発展する」ということの認識が、特に日本社会では遅れている。経

済、社会、環境の３本柱の並列的な統合、という思想ではなく、地球環境の健全な保全の

上に社会が成り立ち、社会が成り立ってはじめて経済が回るという、根本認識の改善に取

り組まねば、日本は「持続可能先進国」には成り得ない。 
（参照：http://kanie.sfc.keio.ac.jp/post2015/symposium2016/ 
慶應義塾大学大学院教授／UNU-IAS シニアリサーチフェロー／S-11 プロジェクトリーダーの蟹江憲史氏

の発表 p16、p19-22) 

 

SDG13（気候変動）、SDG14（海洋資源）、SDG15（陸上資源）への対応の遅れは、この

根本認識の希薄さの現れであり、今回の本文のビジョンと優先課題、実施原則、および実

施指針付骨子において、最も改善すべきはこの根本認識の強調と、SDG13（気候変動）、

SDG14（海洋資源）、SDG15（陸上資源）への対応施策の取組を基盤として増やすことで

ある。特に SDG14（海洋資源）、SDG15（陸上資源）は、生物多様性の世界目標である愛

知目標の達成年である 2020 年までに実行すべき指標が多く定められており、危急的に実施

を優先すべきである。実施指針の骨子としても「生物多様性の保全」という項目で包括す

るのではなく、具体的実施施策を明記すべきである。 
 
以下、本文、実施指針付骨子について修正、追加すべき点を列記する。 

 
実施指針骨子 本文 追加・修正 
３ ビジョンと８つの優先課題（取組の柱） 
● 「持続可能で強靱、そして誰一人取り残さ

ない、経済、社会、環境の統合的向上が実現

された未来への先駆者を目指す」 
 
 

 
● 「現在及び将来の世代の人類が依存して

いる地球の生命維持システムを保護しつ

つ、持続可能で強靱、そして誰一人取り残

さない、社会、経済の統合的向上が実現さ

れた未来への先駆者を目指す」 

http://kanie.sfc.keio.ac.jp/post2015/symposium2016/


６ フォローアップ・レビュー 
● わが国における SDGｓの推進状況を～ 
（挿入） 
●国連持続可能な開発のための～ 
 

 
●なかでも、世界の生物多様性の目標とし

て 2010年の生物多様性条約第 10回締約国

会議で採択された愛知目標に関連する、

SDGs 目標１４，目標１５に対する取組は、

愛知目標の達成年である 2020 年までのタ

ーゲットが多いことから、取組状況の報告

を先行して行う。 
実施指針付骨子 
６ 生物多様性、森林、海岸等、環境の保全 
国内 
（生物多様性・海洋・陸上資源） 

 
追加・修正 

 
● 生物多様性の保全（環境省）【14.5、15.1、
15.5、15.6】 

＜この項目が一番上にあるべき＞ 
● 生物多様性国家戦略 2012-2020 の確実

な実施（内閣府、環境省、農林水産省、国

土交通省、経済産業省、文部科学省）【14.5、
目標 15】  
●絶滅危惧種の保護、絶滅防止策の実行（環

境省）【15.5】（環境省、農林水産省、国土

交通省、文部科学省、経済産業省） 
●ABS の推進（環境省、農林水産省、国土

交通省、経済産業省）【15.6】 
なし 
 

●海洋及び沿岸、陸域の生態系、淡水系生

態系の回復のための取組（国土交通省、環

境省、農林水産省）【6.6、14.2、15.1】  
 ● 持続可能な森林経営の推進（農林水産省）

【15.2】 
● 持続可能な森林経営の推進（農林水産

省）【15.2】 
●生物多様性を含む山地生態系の保全（農

林水産省、環境省）【15.4】  
なし ●外来種の侵入防止・悪影響回避対策の実

行（環境省、農林水産省、経済産業省）【15.8】 
なし ●保護対象生物の違法取引撲滅への緊急対

策の実行、需要と供給への対処（外務省、

経済産業省）【15.7、15.c】 
なし ●生態系と生物多様性の価値を国や地方の

計画策定、戦略、会計への組み込み（内閣

府、財務省、環境省、総務省）【15.9】 
なし ●生物多様性と生態系の保全と持続的な利

用のための資源動員、大幅な増額（内閣府、

財務省、環境省、総務省）【15.a】  



なし（環境状況把握） 追加 
なし ●生物多様性モニタリング情報、ボーリン

グデータ等地質地盤情報の公共情報化（環

境 省 、 国 土 交 通 省 、 農 林 水 産 省 ）

【11.5,13.1,15.1,16.10 】  
国外 
（森林・海洋資源） 

追加・修正 

● 水産資源の持続的利用の推進（農林水産

省）【14.5、14.C】 
●水産資源の持続可能な利用のための保全

策の推進（農林水産省）【14.5、14.c】 
（環境状況把握） 追加・修正 
なし ●海外支援事業における生物多様性モニタ

リング情報、ボーリングデータ等地質地盤

情報の国際公共情報化（国土交通省、環境

省）【11.5,13.1,15.1,16.10 】  
 

以上 
 
 


